
７
月
７
日
、
国
民
平
和
大
行
進

が
春
日
部
市
を
通
過
し
ま
し
た
。

出
発
前
に
市
役
所
ま
ち
な
か
広
場

で
お
こ
な
わ
れ
た
出
発
式
に
は
60

人
が
参
加
。
そ
の
後
、
旧
春
日
部

地
域
で
30
人
、
旧
庄
和
地
域
で
15

人
が
猛
暑
の
中
で
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
。

国
民
平
和
大
行
進
は
、
核
兵
器

廃
絶
を
願
っ
て
８
月
の
広
島
・
長

崎
に
向
か
っ
て
全
国
各
地
か
ら
行

進
し
て
い
ま
す
。
１
９
５
８
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
68
回
目
で
す
。

今
年
は
被
爆
80
年
と
い
う
節
目

の
年
で
す
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
か
ら
４
年
目
と
な
り
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
で

の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
イ
ラ
ン
攻
撃
、

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
主
導
す
る

日
本
を
含
め
た
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
の

強
化
と
大
軍
拡
な
ど
、
「
軍
事
」

対
「
軍
事
」
、
「
核
」
対
「
核
」

の
危
険
な
悪
循
環
が
平
和
を
脅
か

し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
97
か
国
が
署
名
し
、
批
准
国
は

73
か
国
へ
と
広
が
り
、
さ
ら
に
、

日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
願

う
方
々
の
希
望
の
光
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
役
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
出
発

式
は
、
岩
谷
市
長
が
公
務
が
重
な
っ

て
参
加
で
き
な
い
た
め
、
市
民
生

活
部
長
が
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

代
読
し
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
「
昨
年
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

平
和
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
」
と
し
た
う
え
で
「
本
市
と
し

て
も
引
き
続
き
平
和
の
大
切
さ
を

伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
日
本
婦
人
の
会
、

生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
年
金
者

組
合
、
埼
玉
土
建
、
革
新
懇
、
平

和
委
員
会
、
医
療
生
協
の
代
表
か

ら
非
核
平
和
の
取
り
組
み
や
核
兵

器
廃
絶
の
願
い
、
「
日
本
政
府
は

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
を
」
と

迫
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
次
々
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
立
憲
民
主
党
・
三
角
創

太
衆
議
院
議
員
、
古
沢
耕
作
市
議

会
議
員
、
日
本
共
産
党
並
木
と
し

え
市
議
会
議
員
が
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
尾
や

す
の
り
・
木
下
み
え
子
党
市
議
会

議
員
と
立
憲
民
主
党
大
里
昇
市
議

会
議
員
も
参
加
し
、
参
加
者
と
と

も
に
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

出
発
式
の
後
、
ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン

や
旧
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
周
辺
を
通

過
し
、
春
日
部
駅
ま
で
「
核
兵
器

を
な
く
そ
う
！
」
「
日
本
政
府
は

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
を
」
と

道
行
く
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

行
進
し
ま
し
た
。
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第
68
回
国
民
平
和
大
行
進

「
核
兵
器
廃
絶
」
を
訴
え
て
行
進

日
本
政
府
は
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
に
批
准
を

被
爆
80
年

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い



６
月
27

日
（
金
）
公
共

交
通
を
考
え
る
会
が
「
く

ら
し
の
足
を
考
え
る
」
と

題
し
て
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
は
、
東
京
交

通
新
聞
社
の
竹
ノ
内
博
美

さ
ん
で
す
。
竹
ノ
内
さ
ん

は
東
京
交
通
新
聞
社
の
企

画
Ｐ
Ｒ
部
長
と
し
て
、
全

国
の
公
共
交
通
へ
の
取
り

組
み
を
取
材
す
る
と
と
も

に
「
く
ら
し
の
足
を
み
ん

な
で
考
え
る
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
習
会
で
は
、
竹
ノ
内

さ
ん
の
基
調
報
告
の
後
、

春
日
部
市
に
と
っ
て
ど
ん

な
公
共
交
通
が
よ
い
の
か

な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

竹
ノ
内
さ
ん
の
報
告
の

概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
草
分
け
と
も
い
え
る
東

京
都
武
蔵
野
市
の
「
ム
ー

バ
ス
」
は
、
30

年
前
に
市

民
が
「
市
民
が
つ
く
る
地

域
の
交
通
」
を
立
ち
上
げ
、

行
政
と
と
も
に
つ
く
り
あ

げ
、
多
く
の
人
が
利
用
し

続
け
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
で
す
。

特
徴
と
し
て
①
１
０
０

円
の
均
一
運
賃
②
住
民
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
運

行
経
路
③
バ
ス
停
の
間
隔

が
短
い
④
小
型
バ
ス
を
使

用
す
る
な
ど
、
原
点
を
大

切
に
、
変
わ
ら
ぬ
こ
と
に

目
を
向
け
て
き
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
の
あ
る

べ
き
姿
の
答
え
を
出
せ
る

の
は
、
地
域
の
人
々
で
あ

る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

地
方
の
多
く
の
取
り
組

み
の
中
か
ら
、
春
日
部
市

と
人
口
規
模
が
同
じ
神
奈

川
県
大
和
市
の
「
の
り
あ

い
」
交
通
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

「
の
り
あ
い
」

は

市

が

燃
料
等
を
負
担
し
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
送
で
支

え
て
き
ま
し
た
が
、
安
全

の
向
上
や
継
続
性
を
高
め

る
た
め
に
市
が
事
業
主
体

に
、
運
転
は
相
鉄
バ
ス
に

委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
、
市
、
事
業

者
が
協
働
し
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
福
祉
と
の
連

携
も
重
要
と
、
市
と
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
し

て
高
齢
者
の
移
動
手
段
に

取
り
組
ん
で
い
る
神
奈
川

県
相
模
原
市
の
「
地
域
お

で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

な
ど
を
紹
介
し
「
交
通
施

策
は
住
民
と
自
治
体
が
協

働
で
考
え
、
交
通
施
策
の

目
的
は
そ
こ
に
住
む
住
民

が
幸
せ
で
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
結
び
ま
し
た
。
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地
域
公
共
交
通
を
つ
く
る

主
導
権
は
市
民
の
手
に

地
域
住
民
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と
が
大
切
！

～
公
共
交
通
を
考
え
る
会
が
学
習
会
を
開
催
～

地
域
と
市
と
の
協
働
で
運

行
す
る
「
の
り
あ
い
」

「
み
ん
な
の
幸
せ
」
と
い
う

理
念
が
大
切



ガ
タ
イs

民
ぼ
蘭
亭
痕
地
域
公
共
交

通
の
施
策
は
運
行
主
体
と
な
り
ふ

た
ん
し
車
両
、
9
自
治
会
の
住
民

で
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

応
え
お
出
せ
る
の
は
、
し
て
い
ま

す
。
し
、
明
政
権
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
健
康
保
険
証
を
一
体
化
し
た

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
国
民
に
押

し
付
け
、
保
険
証
の
新
規
発
行
を

停
止
す
る
12
月
２
日
ま
で
４
か
月

に
迫
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
７
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
医
療
機
関
や

薬
局
に
行
く
と
「
マ
イ
ナ
保
険
証

は
お
持
ち
で
す
か
？
８
月
か
ら
保

険
証
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
事
例
が
増
え
、

多
く
の
人
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。医

療
機
関
や
薬
局
が
「
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昨
年
岸
田
政
権
が
補
正
予
算

２
１
７
億
円
を
計
上
し
た
「
利
用

促
進
支
援
策
」
を
実
施
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
、
昨

年
10
月
よ
り
一
定
以
上
増
加
し
た

医
療
機
関
や
薬
局
に
支
援
金
を
出

し
て
い
ま
す
。

特
に
５
月
か
ら

７
月
を
「
利
用
促
進
集
中
取
り
組

み
月
間
」
に
指
定
し
、
６
月
の
下

旬
に
は
支
援
金
の
上
限
額
を
病
院

は
一
カ
所
40
万
円
、
診
療
所
、
薬

局
な
ど
は
1
カ
所
20
万
円
に
倍
増

さ
せ
ま
し
た
。
大
手
の
薬
局
が
利

用
者
を
増
や
せ
ば
、
1
社
で
数
億

円
が
入
る
仕
組
み
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人

た
ち
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
作
ら
な
く
て
は
だ
め
な
の
か
」

と
不
安
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
マ

イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て
も
安
心
し

て
医
療
に
か
か
れ
ま
す
。
以
下
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
令
和
６
年
８
月
１
日
か
ら
令
和

７
年
７
月
31
日
ま
で
有
効
の
保
険

証
を
対
象
者
全
員
に
送
付
（
す
で

に
送
付
済
み
）

②
来
年
８
月
以
降
、
マ
イ
ナ
保
険

証
が
な
い
方
に
は
、
「
資
格
確
認

書
」
を
送
付
（
申
請
は
い
り
ま
せ

ん
）

③
「
資
格
確
認
書
」
は
、
当
面
の

間
は
申
請
な
し
で
送
付
。
（
将
来

的
に
は
未
定
）

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
人
に

は
、
Ａ
４
版
の
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
（
本
人
負
担
割
合
な
ど
）

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

現
行
の
保
険
証
は
時
期
が
来
れ

ば
会
社
や
自
治
体
が
自
動
的
に
発

行
し
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は

５
年
毎
に
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

を
更
新
す
る
た
め
の
申
請
が
必
要

で
、
今
後
、
資
格
確
認
書
も
申
請

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
誰
で
も
安
心
し
て
医
療

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る
た
め
に
も
、
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
「
現
行
の
保

険
証
を
残
せ
」
の
声
を
上
げ
続
け

ま
す
。
署
名
等
へ
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。


